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1 . 問題設定

平成不況脱出の有力な手段としてベンチャービジネスの役割に対する期待は大きし、。 

ベンチャービジネスを起こすためには，魅力ある商品• サービスの提供，その元とな 

る新技術の開発• 実用化，及び資金調達等が必要であることは論を待たない。しかし， 

最も重要な要因は企業を起こそうとする企業家精神，すなわちアントレブレナーシッ 

プである。それにもかかわらず，日本におけるアントレブレナーシップ研究は十分と 

は言えない。一層の理論的• 実® 的深化が求められる。

一方，今日日本においてアントレブレナーま成のために多くの教言•訓後プログラ 

ムが実施されている。しかしその大半は限られた個人の成功体験にもとづくものであ 

り，厳密な理論的• 実証的裏付けに乏しい0 したがってこの研究の目的は，理論的分 

析枠組にもとづいて，どのような心理的特性がアントレブレナーとしての成功をもた 

らすのかを実誕的に研究することにある。尚，この研究は中部大学アントレブレナー 

シップ研究セン夕ープロジェクト皿『アントレブレナーの日• 米 • 華比較』の予備研 

究として行われた。

2 . 理論的考察

アントレブレナーとして成功するための心理的特性の重要性について始めて指摘し 

たのはマクレランド① avid McClelland) (1961)であるといわれる。彼の理論は
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通 常 「達成動機理論」 (Achievement Motivation Theory)と呼ばれるように，最 

初は達成欲求’ （need for achievement)の研究から始まったが，後に権力欲求 

(need for power)及び所属欲求（need for affiliation) をも含み体系的な動機理 

論となった。

マクレランドの定義によると，達成欲求とは「物事をよりよく，より効率的に行い 

たい，問題を解決したい，そして複雑な作業をマス夕一したいとする願望」である。 

そしてこの欲求はアントレブレナーとして成功するのに最も適したものであるとする。 

さらに欲求は生来のものであるが，教言ゃ訓練によって開発•強化することが出来る 

とし，これを彼は動機（motive又はmotivation)と呼ぶ。したがって彼は達成動機 

の訓練プログラムを開発し，アメリカのみならずインドでも実施して，アントレプレ 

ナ一の言成にあたった。マクレランドの達成動機理論は実証研究によって支持され，

また訓練プログラムも効果的であったとされる。

しかし，その後の実証研究によると，成功したアントレブレナーは確かに高い達成 

動機を有するが，この傾向はその他の分野で成功したグループ（例えば大企業のトッ 

プマネジメント）にも見られるという。したがって，達成動機の他にもアントレプレ 

ナ一として成功するのに必要な条件として統制の位置（locus of control), リスク 

をとる傾向（risk-taking propensity),革新性 (innovativeness), 直感 (intuition) 

等の要因があげられ，それらの影響についての研究が行われた。 しかし，それらの要 

因が達成動機よりも強い影響を及ぼすとの結論は得られていない。また，達成欲求と 

それらの要因の関係についても明らかではない。したがって，この予備研究では，基 

本となるマクレランドの3つの動機を中心に考察することとする。

マクレランドの理論を日本に適用するには，二つの問題点がある。第一は义化的要 

因の影響である。達成動機はアメリカの文化の中では効果的であるかも知れないが， 

日本的社会風土では有効に作用しないかもしれない。国家簡の文化の相違について大 

規模な研究を行ったのは，ホフスチーデ（Geert Hofstede)である。彼は個人主Ä  

度，権力受容度，不確実性回避欲求度，および男性度の4つの要因により50力国の国 

際比較を行い，各々の要因ごとに日米間にかなりの相違があることが判明した。

第二の問題点はデ一夕の収參方法である。 マクレランドの手法はT A T 法 

(Thematic Appreciation Test)といわれるが，一つの絵を被験者に見せてその解 

釈，感想から被験者の最も強い欲求を達成，権力，所属のいずれかに判定する。しか 

しこの方法は大量観察には適さず，それぞれの欲求（動機）の強さを測るためのアン 

ケートの開発が必要となる。
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3 . 研究設計

上記の考察にもとづき43項目からなるアンケートを作成した（巻末に添付）。3つ 

の動機の測定尺度については以下の通りである。達成動機は堀野，森 （1991) の開 

発 し た 「達成動機尺度」 23項目のうち5項目を用いた。権力動機は Steers &  

Braunstein (1 9 7 6 )によって開発された5項目を翻訳して使用した。親和動機はHill 

(1 987 )により開発され，岡島（1988 )によって翻訳された26項目中5項目を用いた。

文化については，今回の研究の性質からして国民义化は変数として不適当である。 

その代わりに「享業文化」という新しい概念を作り，6項目からなる測定尺度を作成 

した。これはベンチャービジネスを起こしやすい享業文化と起こしにくい事業文化が 

あるかどうかを検証することを目的としている。

アンケートはA, B, C, D, E, F の6つの部分からなるが，今回の分析には，Bの 

うち7以降及びE の諸項目は使用されていない。

アンケートは『ベンチャービジネス年鑑，2003年』から得られた150社に対して 

2003年9月下旬に送付され，有効回答数は4 3 ,回答率は2 8 7 %であった。

4 . 分析の手続き

今回の分析では，独立変数としてX I ：達成動機，X2 : 親和動機，X3 : 権力動機， 

X4 : 事業文化，X5 : 存続年数を作成し従属変数として，Y 1 ：過去3年間の平均手 

売上高イ申び率，Y2 ：過去3年間の乎均利益率の推移を使用した。

以下には，それぞれ，独立変数と従属変数の算出方法を示す（爱1)。

アントレブレナーの心理的特性と企業業績

表 1 各尺度の算出方法のまとめ

独立変数

X I ：達成動機 (F29 +  F30 +  F31 +  F32 +  F33)

X2 ：親和動機 (F34 +  F35 +  F36 +  F37 +  F38)

X3 ：権力動機 (F39 +  F40 +  F41 +  F42 +  F43)

X4 ：事業文化 (① = 1 , ② = 3 , ③= 2 とし，D の 19から24の合計を算出，但しD22

は逆転項目である）

X5 ：存続年数 ( A 2 「現在の年齢」一 B 6 「今の事業を始めた年齢」で算出）

(交互作用）

X6 =  X 1 X X 4

X7 =  X 2 X X 4

X8 =  X 3 X X 4

従属変数

Y 1 ：過去3年間の平均手売上高抑び率（C17)

Y2 : 過去3年間の平均利益率（C18)
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分析方法としては，先ず，X I ,X 2 , X3の測定項目を対象に，因子分析（主因子 

解 • バリマックス回転）を行い次元の確認を行った。次に，下位尺度ごと信頼性分析 

(クロンバックのa 係数）を行った。次に，相関分析により各変数間の関連性を確認 

した上で，動機づけ尺度の下位次元である達成動機，親和動機，権力動機を独立変数 

とし， "Y 1：過去3年間の平均手売上高伸び率"，マ 2 ：過去3年間の平均利益率の推 

移" を従属変数とした階層的重回帰分析を実施した。

5 . 結 果

1) 尺度の信頼性

①達成動機

動機づけ尺度の下位尺度のうち「達成動機」5項目について0：係数を算出したとこ 

ろ， a=.3894であった。したがって，この5項目は尺度として信頼性は十分高いと 

はいえない。しかし，5項目の中からF30を取り除くとで，び=.6499へと大幅に改善 

されることがわかり，F30を取り除いた残り4項目の合計値を「達成動機」尺度とし 

て使用することにした（表2)。

Item-total

表 2 RELIABILITY ANALYSIS-SCALE (ALPHA)

Statistics

Scale Scale Corrected 

Mean Variance Item- 

if Item if Item Total 

Deleted Deleted Correlation

Alpha 

if Item 

Deleted

F29 14.6190 6.9245 .2875 .3276

F30 15.7619 7.5517 -.1710 .6499

F31 14.9048 6.0395 .3867 .2403

F32 16.4524 4.2538 .3799 .1409

F33 15.5000 4.6463 .3856 .1530

Reliability Coefficients

N of Cases =  42.0 N  of Items =  5

Alpha = .3894

②親和動機

動機づけ尺度の下位尺度のうち「親和動機」5項目について0：係数を算出したとこ 

ろ， ck=.9121であった。従って，この5項目は尺度としての信頼性が十分高いとい 

えるので，この5項目の合計値を「親和動機」尺度として使用することにした（表3)。
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表 3 RELIABILITY ANALYSIS-SCALE (ALPHA)

Item-total Statistics

Scale Scale Corrected

Mean Variance Item- Alpha

if Item if Item Total if Item

Deleted Deleted Correlation Deleted

F34 13.4651 17.3023 .6454 .9173

F35 14.3721 14.4773 .8753 .8711

F36 14.3488 13.8992 .8736 .8710

F37 14.5349 14.1118 .7942 .8908

F38 13.9767 16.7852 .7212 .9044

Reliability Coefficients

N of Cases =  43.0 N of Items = 5

Alpha = .9121

③権力動機

動機づけ尺度の下位尺度のうち「権力動機」5項目について係数を算出したとこ 

ろ，び==.5837であった。したがって，この5項目は尺度として信頼性は十分高いと 

はいえない。 しかし，5項目の中からF40を取り除くとで， a =.8235へと大幅に改善 

されることがわかり，残り4項目の合計値を「権力動機」尺度として使用することに 

した（表4)。

Item-total

表 4 RELIABILITY ANALYSIS-SCALE (ALPHA)

Statistics

Scale Scale Corrected 

Mean Variance Item- 

if Item if Item Total 

Deleted Deleted Correlation

Alpha 

if Item 

Deleted

F39 13.6512 8.8516 .5004 .7280

F40 14.6744 9.8439 .2439 .8235

F41 14.1395 7.7896 .6895 .6572

F42 13.7209 9.3012 .4966 .7298

F43 13.8605 7.5515 .8005 .6179

Reliability Coefficients

N of Cases =  43.0 N of Items =  5

Alpha = .7610
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④享業文化

「事業文化」6項目についてa 係数を算出したところ， びニ .4767であった。 した 

がって，この6項目は尺度として信頼性は十分高いとはいえない。しかし，いずれの 

項目を取り除いても《は大巾に改ぎされないため，今回はこの6項目の合計値を「事 

業文化」尺度として使用することにした（表5)。

Item-total

表 5 RELIABILITY ANALYSIS-SCALE (ALPHA)

Statistics

Scale Scale Corrected 

Mean Variance Item- Alpha 

if Item if Item Total if Item 

Deleted Deleted Correlation Deleted

変換19 11.3947 4.3535 .2642 .4170

変換20 11.1053 4.0967 .5437 .2756

変換21 11.2368 5.3748 .0417 .5283

変換22 11.5263 4.7425 .2389 .4315

変換23 11.5789 4.5747 .2372 .4326

変換24 11.1842 4.8570 .1709 .4682

Reliability Coefficients

N of Cases =  38.0 N of Items = 6

Alpha = .4767

2) 因子分析 

①動機づけ測定尺度の因子分析

動機づけを測定する15項目を対象に，因子分析（主因子解 • バリマックス回転） 

を行った結果，固有値が1.00以上の因子が4因子抽出された（表6-1)。

第1因子に高い負荷を増す項目のうち上位5項目には，F34からF38の 「X2 :親和 

動機」として想定されていた項目であった。第2因子に高い負荷を増す項目のうち上 

位4項目には，F39からF43の 「X3 : 権力動機」として想定されていた項目であった。 

第3因子に高い負荷を増す項目のうち上位3項目には，F31からF33の 「X I :達成動 

機」として想定されていた項目であった。しかし第 4因子に高い負荷を増す項目は 

F29のみであり，本 来 「X I : 達成動機」として想定されている項目であった。
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表 6 —  1 動機づけ尺度の因子分析結果（全項目）

Tg ロ 因 子 負 荷 量

第1因子 第2因子 第3因子 唐4因子

F36 0.926 0.142

F35 0.917

F37 0.850 0.112 -0.170

F38 0.739 0.119

F34 0.668 0.432 -0.188

F43 0.105 0.911 0.324

F41 0.869

F42 0.590 0.138

F39 0.491 0.172 0.244

F33 0.646

F32 0.358 0.301 0.538

F31 0.388 0.533 0.388

F40 -0.123 0.197 0.522 0.171

F30 0.158 -0.482 0.144

F29 0.274 0.925

固有値 4.422 2.919 1.971 1.237
寄与率(％) 29.478 19.462 13.141 8.247
累積寄与率(％) 29.478 48.940 62.081 70.329

そこで，動機づけを測定する15項目のうち，もともと想定していた3次元に含まれ 

なかったF29と，信頼性分析の結果から除去することで《係数が大幅に改善すること 

が明らかとなったF30, F40の2項目を取り除いた上で，残り12項目で再度，因子分 

析 （主因子解 • バリマックス回転）を行った。その結果，固有値が1.00以上の因子が 

3因子抽出された（表6-2)。

表 6 - 2  F29, F30, F40を取り除いた動機づけ尺度（12項目）の因子分析結果

T g 曰 因 子 負 荷 量
• b a 日

第1因子 1^2因子 第3因子

F35 0.890 0.193

F36 0.875 0.327

F37 0.837

F38 0.804

F34 0.590 0.452

F43 0.911 0.262

F41 0.866

F42 0.594 -0.125

F39 0.503 0.152

F33 0.788

F32 0.257 0.328 0.629

F31 0.324 0.509

固有値 4.346 2.584 1.588
寄与率(％) 36.219 21.533 13.232
累積寄与率(％) 36.219 57.752 70.983
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そして，それぞれの因子に含まれる項目を詳しく見てみると，第1因子に高い負荷を 

増す項目のうち上位5項目は，F34からF38の 「X2 : 親和動機」として想定されてい 

た項目であることから，本研究ではこれら5項目を最終的に「親和動機」尺度として 

使用することにした。

次に，第2因子に高い負荷を増す項目のうち上位4項目には，F39からF43の 「X3 : 

権力動機」として想定されていた項目であることから，本研究ではこれら4項目を最 

終的に「権力動機」尺度として使用することにした。

最後に，第3因子に高い負荷を増す項目のうち上位3項目には， F31からF34の 

「X I : 達成動機」として想定されていた項目であることから，本研究ではこれら3項 

目を最終的に「達成動機」尺度として使用することにした。

3) 尺度間の相関分析 

次に設定したモデルの各変数間の関係について検言正するために，相関分析を行った。 

その結果，各変数間には以T のような関係があることが確認された（表7)。

先ず，動機づけ尺度の下位尺度である「達成動機」と 「親和動機」との間にはそれ 

ぞれ5 %水準で統託的に有意な正の相関（r=.37, Pく 0 5 ) が確認された。つまり， 

アントレブレナーにおいては，達成動機が強い人は，同時に親和動機も強い傾向があ 

るといえよう。

また，動機づけ尺度の下位尺度である「達成動機」と 「享業文化」との間にはそれ 

ぞれ5 % 水準で統計的に有意な負の相開（r=-.36, p < .0 5 )が確認された。つまり， 

日本においては，達成動機が強いアントレブレナーは，自由競争を好みリスクをとる 

事業分野ではなく，むしろ，リスクを避ける慣行•文化の強い享業分野に多い傾向が 

あるといえよう0

_ 一方，動機づけ尺度の下位尺度である「権力動機」と 「存続年数」 との間には5%  

水準で統計的に有意な負の相関（r= 一 .38, p < .0 5 )が確認された。 この結果から言 

えることは，存続年数が短い（設立後間もない）会社ほど，アントレブレナーの「権 

力動機」が強くなる傾向があるといえよう。

また，「権力動機」と 「過去3年間の売上伸び率」との間には5% 水準で統計的に有 

意な正の相関（r=-33, p<-05)が確認された。この結果から言えることは，アント 

レブレナーの動機づけのうち，権力動機が強いほど，「過去3年間の売上伸び率」が 

高い傾向があるといえよう。

さらに，「事業文化」と 「過去3年間の売上伸び率」との間にも5% 水準で統計的に 

有意な負の相開（r ニ一.36, p < .05 )が確認された。この結果から言えることは， リ 

スクをとる傾向が強いアントレブレナーの会社ほど，「過去3年間の売上伸び率」が 

高い傾向があるといえよう。

大 津 誠 ，西 田 豊 昭
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また，「存続年数」と 「過去3年間の売上伸び率」との間にも5% 水準で統計的に有 

意な負の相関（r=-.36, p<-ö5)が確認された。この結果から言えることは，存続 

年数が短い（設立後間もない）会社ほど，「過去3年間の売上伸び率」が高い傾向が 

あるといえよう。

その他にも，年齢と「過去3年間の売上伸び率」 との間にも5% 水準で統計的に有 

意な負の相関（r= 一 .32, p < .0 5 )が確認され，年 齢と 「過去3年間の平均利益率推 

移」との間にも5 % 水準で統計的に有意な負の相関（r=-.31,P く  05) が確認され 

た。

最後に，会社の業績に対する動機づけ尺度の3つの下位尺度（X I ,X 2 ,  X 3 ) と， 

X4 : 事業文化の交互作用について検討するために，それぞれの尺度を乗じた新たな 

変数を作成し各変数間の関係について検討した。その結果，「X3XX4」と 「過去3 

年間の売上伸び率」との間には1%水準で練ff的に有意な正の相関（r=.48, pC.Ol) 

が確認された。この結果から言えることは，アントレブレナーの権力動機が強く，か 

つ，事業文化が自由競争を好みリスクをとる傾向が強い享業分野の会社ほど，「過去 

3年間の売上伸び率」が高い傾向があるといえよう。

以上の結果をまとめると，設立後間もない会社には，権力動機が強いアントレプレ 

ナ一が多く，また，そのような権力動機が強く，設立後間もない会社で，リスクをと 

る傾向が強い事業分野の会社ほど，売上の伸び率が高いということが明らかとなった。

以上,相関分析の結果から，各変数間の関連性が明らかとなったが，相関分析では 

それぞれの因果関係まで推定することはできないため，重回帰分析によりさらに詳細 

な検証をおこなう。

表7 尺度間の相関係数

アントレブレナーの心理的特性と企業業績

X I :達 

成動機

X 2 :親 

和動機

X 3 :権 

力動機

X 4 :#  

業文化

X 5 :存 

続年数

Y 1 :過去 

3年間の 

売上高 
伸び率

Y 2 :過去 

3年間の 

平均利 

益率推 

務

年齢 学歴 X 1X X 4  X 2X X 4  X 3X X 4

X I働 動 機

X 2 :親和動機 0-37 * -

X 3 :権力動機 0.25 0.17 一

X4: ♦業文化 -0.36 * -0.07 0.02 -

X 5 :存続年数 -0.20 0.07 -0.38 * 0.19 -

Y 1 :過去3年間の売 
上高伸ひ*率

0.00 -0.05 0.33 * 0.36 * -0.36 ^

Y 2 :過去3年間の平 

均利益率椎轉
-0.04 -0.13 0.04 0.23 0.09 0.20 -

年齢

学歴

X 1X X 4

X 2X X 4

X 3X X 4

0.00 

-0.02 

0.72 % 

0.17 

-0.06

0.09 

-0.10 

0.36 * 

0.81 ** 

0.05

-0.03 

0.20 

0.22 

0.12 

0.77 **

-0.20 

0.22 

0.3フ 

0.51

0.65 和

0.25

-0.20

-0.08

0.18

-0.18

-0.32

0.22

0.26

0.18

0.48

* ~0.31 * 

0.01 

0.15 

-0.04 

林 0.19

0.00

-0.10

-0.11

-0.21

0.16

-0.04

0.29

0.54 ** —

0.40 *  0.39 *  一

* * 相関係数は1%水準で有意（兩側)。 

* 相関係数は5 %水準で有意（两側)。
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4) 階層的重回帰分析

①達成動機，権力動機，親和動機が「過去3年間の売上高の伸び率」に及ぼす影

纏

ここでは，動機づけの下位尺度（達成動機，親和動機，« 力動機）が 「過去3年間 

の売上高の伸び率」を規定すると考えるモデルを検証するために以下の順で重回帰分 

析を行った。

分析の手順としては，先ず第1段階として，グミ一変数として「年齢」を投入し， 

自由度調整済み決定係数Adjusted R2を算出する。続いて第2段階として達成動機， 

親和動機，達成動機を段階的に投入しそれぞれAdjusted R2を算出する。そして， 

第1段階で求めたAdjusted R2と，各段階におけるAdjusted R2の増加分に関してF 

検定を行った。表8はその結果を表している。

先ず，「過去3年間の売上高の伸び率」に対する各変数の貢献度を見るために，標 

準化回帰係数を検討することにする。その結果，「過去3年間の売上高の伸び率」に 

対して統計的に有意な標準化回帰係数が確認された変数としては「年齢」 （Beta = 

-.336, p < .0 5 ) ,「権力動機」(Beta = .368, pく 0 5 )であった。

次に，各モデル間の自由度調整済み決定係数の増加分に関してF検定を実施したと 

ころ，Model3-Model4間で5%水準の統計的有意性（p < .0 5 )が確認された。

今回，自由度調整済み決定係数は統計的に有意であったとはいえ，必ずしも高いも 

のではなかった。しかし，この結果からは，達成動機，親和動機,権力動機という全 

ての下位次元が等しく「過去3年間の売上高の伸び率」という "企業の業績"に影響 

するのではなく，特に，権力動機が影響を及ぼしているのではないかということが推 

察される。この結果は，3年前の南山大学修士コース学生の後士論文「アントレプレ 

ナ一として成功した人，成功している人は，達成動機ではなくて，むしろ勢力動機が 

強い」という結果と一致するものである。

今回の結果からは，むしろ「アントレブレナーとして成功した人，成功している人 

は，達成動機，親和動機ではなく，むしろ勢力動機(権力動機)が強い」ということで 

ある。

犬 津 誠 ，西 田 豊 昭
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表8 動機づけ尺度の下位尺度を独立変数とし「過去3年間の売上高の伸び率」を 

従属変数とした重回!)最分析の結果

アントレブレナーの心理的特性と企業業績

' mm..........i'i'i
MODEし1 MODE し 2 MODELS MODE し 4

年齢 -.319 * ■ -319 * -.319 * -.336 *

(動機づけ） 
達成動機 .001 .000 -.094

親和動機 .003 .009

力動機 .368 *

Adjusted R2 
AAdjusted R2 

F値 
A F値

.079

4.519 * 
.000

.055
-.024
2.203

.000

.031
-.024
L431

6.099 ^
.145 
.114 

2.742 *

(注）N=44 1P<.10 *P〈.05 **P〈.01

②達成動機，権力動機，親和動機，享業文化，存続年数が「過去3年間の売上高 

の伸び率」に及ぼす影響

ここでは，動機づけの下位尺度（達成動機，権力動機，親和動機）と，事業文化， 

存続年数が「過去3年聞の売上高の伸び率」を規定すると考えるモデルを検証するた 

めに以下の順で重回帰分析を行った。

分析の手順としては，先ず第1段階として，ダミー変数として「年齢」を投入し， 

自由度調整済み決定係数Adjusted R2を算出する。続いて第2段階として達成動機， 

親和動機，達成動機，事業义化，存続年数を段階的に投入し，それぞれAdjusted 

R2を算出する。 そして，第 1段階で求めたAdjusted R 2と， 各段階における 

Adjusted R2の増加分に関してF 検定を行った。表9はその結果を表している。

先ず，「過去3年間の売上高の伸び率」に対する各変数の貢献度を見るために，標 

準化回帰係数を検討することにする。その結果，すべての変数を投入後，「過去3年 

間の売上高の伸び率」に対して統計的に有意な標準化回帰係数が確認された変数とし 

ては 「事業文化」 （Beta =  .413, Pく 0 5 )であった。 しかし，存続年数を投入する前 

のM0DEL5では，「過去3年間の売上高の伸び率」に対して統計的に有意なぽ準化回 

帰係数が確認された変数としては「ま力動機」 （Beta =  .327, pく 0 5 ) ,「事業文化」 

(Beta =  .364, p < .0 5 )であった。

次に，各モデル間の自由度調整済み決定係数の増加分に関してF検定を実施したと 

ころ， M o d e l3 -M o d e l4聞で10%水準の統計的有意性（p C . l O )が確認され，
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Model4—Model5間で5 %水準の統計的有意性（p < .0 5 )が確認された。

この結果から，権力動機と，事業文化が，「過去3年間の売上高の伸び率」 という 

"企業の業績" に影響するということが明らかとなった。

表 9 動機づけ尺度の下位尺度と企業文化，存続年数をを独立変数とし「過去3 年間の 

売上高の伸び率」を従属変数とした董回帰分析の結果

MODE し1 M0DEL2 MODEし3 MODE し 4 MODELS M0DEL6

年 -.448 ** -.448 料 -.446 * -.368 * -.252 -.196

(動機づけ） 
達成動機 .000 .006 -.067 .105 .087

親和動機 -.012 -.004 -‘036 -.008

権力動機 .308 卞 .327 * .238

事業文化 .364 * .413 *

存続年数 -234

Adjusted R2 
AAdjusted R2

m
'AF値

.175

7.711 ** 
.000

.147 
-.028 
3.760 * 

.004

.118 
-.029 
2.425 卞 

3.276 -

.182 .263 

.064 .081 
2.780 * 3.287 * 

r 4.088* 1.693

.282 

.019 
3.092 *

(注）Nニ44 fPC.lO *P<.05 **P<.01

③達成動機，権力動機，親和動機，と享業文化の交互作用が「過去3年間の売上 

高の伸び率」に及ぼす影響

上記の結果から，アントレブレナーの動機(特に権力動機）と事業文化が，「過去3 

年間の売上高の伸び率」という "企業の業績"に影響するということが明らかになっ 

たが，それでは最後に，動機づけの下位尺度（達成動機，« 力動機，親和動機） と 

r事業文化」の交互作用が「過去3年間の売上高のイ申び率」を規定すると考えるモデ 

ルを検証するために以下の手順で重回帰分析を行っすこ。

分析の手順としては，先ず第1段階として，ダミー変数として「年齢」を投入し 

自由度調整済み決定係数Adjusted R2を算出する。続いて第2段階として「X1XX4」， 

「X2XX4」，「X3XX4」を段階的に投入し，それぞれAdjusted R2を算出する。そ 

して，第1段階で求めたAdjusted R2と，各段階におけるAdjusted R2の増加分に 

関してF検定を打った。表10はその結果を表している。

先ず，「過去3年間の売上高の伸び率」に対する各変数の貢献度を見るために，標 

準化回! 係数を検討することにする。その結果，「過去3年間の売上高の伸び率」に 

対して統計的に有意な標準化回帰係数が確認された変数としては「X 3 X X 4」

44



(Beta=.399,. p < .0 5 )であった。

次に，各モデル間の自由度調整済み決定係数の増加分に関してF検定を実施したと 

ころ， Model1 - Model2およびModel3 — Model4間で5% 水準の統託的有意性 

(p < .05 )が確認され，ModeW—Model5間で1%水準の統計的有意性（pC.Ol) が確 

認された。

つまり，権力動機と事業文化の交互作用が「過去3年間の売上高の伸び率」に対し 

て影響を及ぼしていることが明らかとなった。

即ち，この結果から言えることは，アントレブレナーの権力動機が強く，かつ,享 

業文化が，自由競争を好みリスクをとる傾向が強い事業分野の会社ほど，「過去3年 

間の売上伸び率」が高い傾向があるということが指摘できる。

表10 r x i x x 4 j 「X 2 X X 4」「X 3 X X 4」を独立変数とし「過去3 年間の売上高の 

抑び率」を従属変数とした重回帰分析の結果

アントレブレナーの心理的特性と企業業績

w m W W 1' ' 1
MODEし1 MODE し 2 MODE し 3 MODE し 4

年齢 -415 * -.393 * -.393 * -.347 *

(動機づけ） 
X1XX4 .225 .195 .080

X2XX4 .054 -.017

X3XX4 .399 *

Adjusted R2 
AAdjusted R2 

F値  
A F 値

.149

7.289 * 
2.182

.177 

.028 
4.858 ネ 

.090

.154 
-.023 
3.182 ^  

6.366 *

.272 

.118 
4.366 * *

(注 ) N=44 fPC.lO *P<.05 **P〈.01

6 . 考 察

以上，アントレブレナーの動機の中でも特に「権力動機」と，さらに，「享業文化」 

が企業の業績に影響を及ぼすという仮説は，ある程度支持されるといえるが，「«力  

動機」と 「事業义化」の説明力は統計的に有意であったとはいえ，十分高いものとは 

いえない。また，サンプル数も少なく，今後，さらに追加調查により同じ結果が得ら 

れるかどうか確認する必要がある。

より本質的な問題として，なぜアメリカの結果と異なり，達成動機ではなく権力動 

機が影響を及ぽすかについては，今回の調查のサンプルの特徴によるところがあるか
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もしれない。43社はすべて『ベンチャービジネス年鑑2003』から得られたが，平均

存続年数は約15年である。したがって創業当段は達成動機が強かったアントレプレ

ナーも，現在ではトップマネジメントとしてま力動機の発揮が必要とされ，この動機

の高さが業績に結びついているのかもしれない。したがって，追跡調査にあたっては，

創業1.2年の真の意味でのベンチャービジネスをサンプルとしてデ一夕収集をする必

要がある。
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アントレブレナーの心理的特性と企業業績

參考資料（度数分布表)

以下は今回の調査における個人属性に関する質間項目の度数分布の結果である ,

性 別

度 数 バーセント 有効パーセント 累積パ一"ント

有 効 1 43 100.0 100.0 100.0

年 齢

度 数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント

有 効 21 1 2.3 2.3 2.3

30 1 2.3 2.3 4.7

39 2 4.7 4.7 9.3

41 1 2.3 2.3 11.6

42 1 2.3 2.3 14.0

43 1 2.3 2.3 16.3

47 2 4.7 4.7 20.9

48 1 2.3 2.3 23.3

49 1 2.3 2.3 25.6

50 1 2.3 2.3 27.9

51 1 2.3 2.3 30.2

52 3 7.0 7.0 37.2

53 3 7.0 7.0 44.2

54 1 2.3 2.3 46.5

55 3 7.0 7.0 53.5

56 1 2.3 2.3 55.8

57 2 4.7 4.7 60.5

58 2 4.7 4.7 65.1

60 2 4.7 4.7 69.8

61 2 4.7 4.7 74.4

62 3 7.0 7.0 81.4

63 1 2.3 2.3 83.7

67 2 4.7 4.7 88.4

68 1 2.3 2.3 90.7

69 1 2.3 2.3 93.0

70 1 2.3 2.3 95.3

72 1 2.3 2.3 97.7

73 1 2.3 2.3 100.0

合 計 43 100.0 100.0

47



大 津 誠 ，西 田 豊 昭

学 歴

度 数 バーセント 有効パーセント 累積バーセント

有 効  2 11 25.6 25.6 25.6

3 2 4.7 4.7 30.2

4 2 4.7 4.7 34.9

5 25 58.1 58.1 93.0

6 3 7.0 7.0 100.0

合 計 43 100.0 100.0

あなたか今の事業を始められましたか

度 数 バーセント 有効パーセント 累積パーセント

有 効 1 は い 36 4.7 4.7 25.6

2 いいえ 6 4.7 4.7 30.2
ム サ
ロ ロ 1 42 58.1 58.1 34.9

欠損値システム欠損値 1 7.0 7.0 93.0

合 計 43 100.0 100.0 100.0

現在の地位

度 数 パーセント 有効バーセント 累積パ '一-^ント

有 効 1 会 長 2 4.7 4.8 4.8

2 社 長 35 81.4 83.3 88.1

3 その他 5 11.6 11.9 100.0

合 計 42 97.7 100.0

欠損値システム欠損値 1 2.3

合 計 43 100.0
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起HP#従業員数

度 数 バーセント 有効バーセント 累積バーセント

有 効 0 3 7.0 8.1 8.1

1 9 20.9 24.3 32.4

2 8 18.6 21.6 54.1

3 5 11.6 13.5 67.6

4 2 4.7 5.4 73.0

5 4 9.3 10.8 83.8

6 1 2.3 2.7 86.5

7 2 4.7 5.4 91.9

8 1 2.3 2.7 94.6

10 2 4.7 5.4 100.0

合 計 37 86.0 100.0

欠損値システム欠損値 6 14.0

合 計 43 100.0

自己資金

度 数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント

有 効 1 4 9.3 10.8 10.8

2 6 14.0 16.2 27.0

3 3 7.0 8.1 35.1

4 9 20.9 24.3 59.5

5 14 32.6 37.8 97.3

6 1 2.3 2.7 100.0

合 計 37 86.0 100.0

欠損値システム欠損値 6 14.0

合 計 43 100.0
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1 0 借入資金

度 数 パーセント 有効パーセント 累積バ— f?ント

有 効 1 18 41.9 51.4 51.4

2 3 7.0 8.6 60.0

3 3 7.0 8.6 68.6

4 7 16.3 20.0 88.6

5 4 9.3 11.4 100.0

合 計 35 81.4 100.0

欠損値システム欠損値 8 18.6

合 計 43 100.0

1 1 業界関連性

度 数 バーセント 有効バーセント 累積パ— ント

有 効 1 11 25.6 30.6 30.6

2 4 9.3 11.1 41.7

3 4 9.3 11.1 52.8

4 17 39.5 47.2 100.0

合 計 36 83.7 100.0

欠損値システム欠損値 7 16.3

合 計 43 100.0

1 3 起業前所属組織従業員数

度 数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント

有 効 1 15 34.9 40.5 40.5

2 9 20.9 24.3 64.9

3 7 16.3 18.9 83.8

4 2 4.7 5.4 89.2

5 4 9.3 10.8 100.0

合 計 37 86.0 100.0

欠損値システム欠損値 6 14.0

合 計 43 100.0
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1 7 売上抑び率

度 数 バーセント 有効バーセント 累積バーセント

有 効 1 8 18.6 19.0 19.0

2 7 16.3 16.7 35.7

3 9 20.9 21.4 57.1

4 14 32.6 33.3 90.5

5 4 9.3 9.5 100.0

合 It 42 97.7 100.0

欠損値システム欠損値 1 2.3

合 計 43 100.0

1 8 利益室

度 数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント

有 効 1 6 14.0 14.3 14.3

2 11 25.6 26.2 40.5

3 6 14.0 14.3 54.8

4 14 32.6 33.3 88.1

5 5 11.6 11.9 100.0

合 計 42 97.7 100.0

欠損値システム欠損値 1 2.3

合 計 43 100.0
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アンケート

A . ご自身に関することにつきお聞きします。当てはまる番号に0 を下線部に数字をご記入下さい 

1 . あなたの性別は ’① 男 性 ② 女 性

2 あなたの年齢は 満 ____________歳

3 あなたの最終学歴は

① 中 学 ② 高 校 ③ 専 門 学 校 ④ 短 大 • 高専⑤大学⑥大学院後士課程 

⑦大学院博士課程⑧その他 

4 あなたが今の享業を始められましたか①はい②いいえ

5 あ な た の 現 在 の 地 位 は ① 会 長 ② 社 長 ③ そ の 他 （ )

以下6から14までは起業されたご本人がお答えください。それ以外の方は15にお進みください。

6 あなたが今の事業を始められた時の年齢は 満 ___________ 歳

7 学生時代のあなたのご両親の主な職業は

①会社員②公務員③農林水産業④個人自営業⑤専門経営者  

⑥その他 

8 起業の際の従業員数は 

9 起業の際の自己資金額は 

①100万円未満

③300万円〜500万円未満 

⑤1000万円〜5000万円未満 

⑦ 1億円以上 

1 0 起業の際の借入金額は 

①100万円未満

③300万円〜500万円未満

⑤1000万円〜5000万円未満 

⑦ 1億円以上

_______  人

②100万円〜300万円未満 

④500万円〜1000万円未満 

⑥5000万円〜1億円未満

②100万円〜300万円未満 

④500万円〜1000万円未満 

⑥5000万円〜1億円未満

1 1 起業以前に従事していた業界（» 業や会社）との関連性について

①同じ業界で同じ享業②同じ業界で他の» 業③他の業界で同じ享業 

④他の業界で他の# 業⑤就業経験なし 

1 2 起業以前に従享していた職務との関連性について

①大いに関係ある②少し関係ある③あまり関係ない④全く関係ない 

©就業経験なし 

1 3 起業以前に従享していた会社の正規従業員数は

①99人以下② 100人〜999人 ③ 1000人〜4999人 ④ 5000人〜9999人 ⑤ 1万人以上 

® 就業経験なし 

1 4 起業以前に携わっていた主な業務は

①営業• 販 売 ② 研 究 開 発 ③ 企 業 経 営 ④ 財 務 •経 理 ⑤ 人 事 •総務

⑥生産管理⑦企画 • 管 理 ⑧ そ の 他 （ ）



アントレブレナーの心理的特性と企業業績

C . 会社の現状についてお伺いします。

1 5 あなたの会社の業種は 

1 6 あなたの会社の現在の従業員数は 人

1 7 あなたの会社の最近3年間の平均売上高#び率は

①マイナス成長②ゼロ成長③ 1 0 % 未 満 ④ 1 0 % — 3 0 % 未 満 ⑤ 3 0 % 以上 

1 8 あなたの会社の最近3年間の平均利益率は同業他社と比較してどう推定されますか。

①かなり低い②やや低い③ほぼ同じ④やや高い⑤かなり高い

D . あなたの享業を取り巻く関係者についての以下の文享のそれぞれにつき、当てはまるものの 

番号を0 印で囲んで下さい。

1 9 仕入先は

①業界秩序を重視する②自由競争を重視する③どちらともいえない 

2 0 納入先•顧客は

①業界狭序を重視する②自由競争を重視する③どちらともいえない 

2 1 競争相手は

①業界秩序を重視する②自由競争を重視する③どちらともいえない 

2 2 出資者.債権者は

①リスクをとる②リスクを避ける③どちらともいえない 

2 3 従業員は

①安定志向である②競争志向である③どちらともいえない 

2 4 関係省庁による行政指導は

①多い②少ない③どちらともいえない

E . これまで会社の存続もしくは発展に、以下の人物はどの程度貢献されましたかマ 

2 5 自社のエンジニア

①非常に貢献した②やや貢献した③あまり貢献していない 

④全く貢献していない⑤分からない 

2 6 自社の営業担当者

①非常に貢献した②やや貢献した③あまり貢献していない 

④全く貢献していない⑤分からない 

2 7 取縮役のメンバー

①非常に貢献した②やや貢献した③あまり貢献していない

④全く貢献していない⑤分からない 

2 8 融資先の担当者やアドバイザー

①非常に貢献した②やや貢献した③あまり貢献していない

④全く貢献していない⑤分からない



\社長であるあなたご自身についておうかがいします。以下の問いに对して一番近い気持ちの番号に 

0 印をおつけ下さい。

番号と番号の間に0 印をお付けになることは避け、あえて言えばこれに近い、 というものを選択する 

ようにしてください。

大 津 誠 ，酉 田 豊 昭

そう思う

難しいことでも自分なりに努力してやって 
^ みようと思う。

結果は気にしないで何かを一生懸命やっ 
てみたい。

3 1 何でも手がけたことは最言をつくしたい。

成功するということは、名誉や地位を得る 
ことだ。

3 3 ものごとは他の人よりうまくやりたい。 

いろいろな人と一緒にいて、その人たちに

どちらかといどちらともい 
えばそう思うえない

4 3

4 3

どちらかとい
えぱそう思わそう思わなし、 

ない

2 1

2

34

35

37

ついて知ることは舆味深い。

私は、他者と一緒にいることで多くの人が 
感じる以上に満足がえられる。

人と親密になれているとき、何か重要な事 
を成し遂げたような気がする。

人のそぱにいて、話を聞いたり、一対一の親 
しい関係を持つことが、私の楽しみである。

人を見ていたり、人を理解したりすること 
は楽しみの一つである。

C、つでもそうだいたいそう 

である である

0 0 私はグループのなかで積極的にリーダー5 
シップをとるようにしている。

私は周囲の人に、自分と同じ考えを持つ  ̂
ように働きかけることはしない。

気がつくと私は、他の人を組織して、行 動  ̂
を指図しています。

私は仕享中、まわりの出来♦ を も っ と コ ン 5 
トロールしようとしています。

, 0 私はグループで働く場合、指揮をとろうと 
4 3 しています。 5

ときどきそうほとんどそう全くそうでは 
である ではない ない

54


